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以前勤務していた学校で地域支援（教

育相談）を担当していました。その時は

まだ、特別支援教育がスタートしたばか

りで、地域の学校へ出かけて発達検査を

したり、児童・生徒観察をしたりして、

生活や学習での支援方法等についてのア

ドバイスを行っていました。その他、学

校職員の研修会でお話させていただいた

りもしました。その研修会の内容のひと

つに「ＬＤ（発達障害）の疑似体験研修」

という内容で研修をしました。この研修

は、ＬＤの方の困り感を擬似的に体験し

ていただき、生活のしづらさ、学習のし

づらさを経験していただくものです。具

体的には視覚的な困難（文字列を重ねた

文章を読む）や、聴覚的な困難（大きな

雑音の中で先生の指示を聞く）等を体験

してもらうものでした。私自身もＬＤ（発

達障害）の方の困り感はこういうもので

あると一時的ではあれ、体験をすること

ができました。ところが５年程前、突発

性難聴という病気になり突然右の耳が聞

こえなくなりました。入院をして色々な

治療を試みましたが、最終的に聴力は回

復せず、現在も右の耳はほとんど聞こえ

ない状況です。その感覚はプールに入っ

たとき耳に水が詰まった時の感覚で、そ

の状況がずっと続いている様なもので

す。ところがその状況は、ＬＤ（発達障

害）の方の聴覚的困難と同じところがあ

ります。それは、大勢の人の中にいると、

大勢の方の声の方が大きく聞こえ、話を

している人の声がとても聞こえにくくな

ります。なので、講演的な研修（１人の

話）は聞こえますが、グループ討議（多

くの人の声がする）では、かなり神経を

使わないと聞こえない様子です。宴会で

も個室のような少人数の静かな部屋での

宴会はいいのですが、パーティ式の宴会

は会話が聞こえにくいので苦手です。学

校で自閉症の方が体育館に入りたがらな

かった気持ちがやっと理解できました。

本人の困り感は本人にしか分からないと

ころがあります。でも、最近は障害への

理解が深まり、障害特性を無視した指導

や支援はなくなってきました。社会はま

だそこまでの理解が進んでいない気がし

ます。ただ、障がい者への理解を高める

法的な整備も進んでいるので、きっと障

がい者の困難さを理解し、支援する社会

になるのではないかと思います。

【収穫の秋】

秋になり、作業所農園や作業所前の花

壇での野菜収穫が最盛期です。ピーマン、

赤ピーマン、なす、二十日大根、オクラ、

ゴーヤの収穫をしています。収穫した野

菜は販売をしたり、試食したりしていま

す。



【信書便業務の紹介】

ぎんなん作業所では、特定信書便の運

行をしています。業務の内容は、熊本市

本庁と各出先機関（区役所や消防署、ま

ちづくりセンター、市民病院など）間の

書類や荷物の配達を行っています。重要

書類なので紛失はもちろん、情報秘守、

配達時間の厳守などの守るべき事項があ

り、市民からの信頼、信用にも係わると

ても重要な仕事です。信書便は利用者さ

んとドライバーさんが一組で運行しま

す。利用者さんが、荷物の配達、収集、

ドライバーさんが車の運行を担当してい

ます。１日約６時間の運行で、走行距離

も１００キロを越えるコースもありかな

りハードな業務ですが、ほとんど休まれ

ることなく、責任を持ち取り組まれてい

ます。

① ３台の軽

ワゴン車で

市役所に向

け出発です。

② 市役所で

信書が入っ

たコンテナ

やバッグを

積み込みま

す。

③ 区役所や出

先機関に到着

すると、台車

に荷物を載

せ、各部署に

配達します。

④ 配達先に

着くと挨拶

をして、配

達物の確認

をしサイン

をもらいま

す。そして、

本庁向けの帰りの信書を預かり、本庁

まで届けます。

【手をつなぐ育成会九州大会】

御希望の方と職員で、１泊で佐賀まで

出かけました。大会に参加の利用者の

方は１日目に本人部会に参加され、ヤ

クルト工場へ見学に行かれました。２

日目も利用者の皆さんは吉野ヶ里遺跡

を見学されました。保護者・職員の皆

さんは分科会への参加で、「就労」や

「後見人」などのテーマの話を聞かれ

ました。宿泊は会場そばの温泉施設に

泊まり、温泉に入り、食事（宴会？）

を楽しみました。

① 佐賀市文化会

館での全体会に

参加しました。

② ホテルに宿

泊し、みんな

で楽しく夕食

をいただきま

した。

③ ２日目は吉野

ヶ里遺跡の見学

をしました。

【新しい仲間を募集しています】

現在、第二ぎんなん作業所では、定員

に空きがあります。和気あいあいとして

いて、温かく細やかな支援が自慢です。

昨年の保護者アンケートで「通わせてよ

かった」という回答が１００％であった

ことがその現れだと思います。もし、こ

れから就労継続支援Ｂ型事業所を利用し

たい、または、関心がある方は、ぜひ一

度見学、体験をされてみませんか。お待

ちしております。


